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～心ひとつに　深める絆　未来へ飛びたて「新生美郷」～を大会テーマに�
　第３回美郷町民スポーツ祭が、10月26日、北郷総合運動広場において開催されました。�
　本年度３回目を迎えた町民スポーツ祭は、町民が一同に会しスポーツを通じて、お互いの融和と親睦を図りなが
ら、健康の増進と体力の維持に努め、あわせて心豊かな人づくりと明るい郷土づくりを目指す目的として行われ、
午後から生憎の天候となりましたが、各種目で熱戦が展開され、活躍する選手に盛んな拍手、声援が送られてい
ました。�
　また、各団の趣向を凝らした応援合戦や華やかな衣装での仮装リレーなどグラウンド�
全体が和やかな雰囲気の中で競技が進み終了しました。�
　大会の開催にあたり、ご協力いただきました役員・選手の皆様本当にお疲れ様でした。�
�

こころ� ふか� きずな� みらい� と� しんせいみさと�

自治公民館長開会宣言�自治公民館長開会宣言�
丸太切り競争�

二人三脚リレー�幼稚園児リズム�

リム競争�

団対抗リレー女子� 団対抗リレー男子�

まわってねらって�

応援�応援�

徒競走�

いそいであせらず�
せいかくに�

むかで競争�

つな引き合戦�

�

ホールインワン！�ホールインワン！�

大会長あいさつ�大会長あいさつ�

選手宣誓�選手宣誓�
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Safety　　安全　�
Ｓマークの店は損害賠償責任保険加入済み。�
だから万一の事故にもきちんと対応できます。�
�
Standard  安心�
Sマークの店はサービス内容をはっきり掲示。
だから安心できるサービスをお約束します。�
�
Sanitation 清潔�
Sマークの店は施設・設備の一定の基準を守っ
て、衛生管理をきちんと行っています。�
　�
　厚生労働大臣認可の約款に従って営業す
ることを登録した、理容店、美容店、クリーニ
ング店、一般飲食店でSマークを掲げています。�
　詳しくは、（財）宮崎県生活衛生営業指導セ
ンター（10985 - 25 - 1466）までお問い合
わせください。�
�

●開 催 日　 平成２１年３月１日（日）（雨天決行）�

●コ ー ス　 国道３８８号小丸川周回コース　　　　　�

●主 会 場　 南郷中学校グラウンド�

●種　　目　　① ハーフマラソン（一般男女）�
　　　　　　　② ５ｋｍ（一般男女）�
　　　　　　　③ ２ｋｍ（小学生）　④ ３ｋｍ（中学生）�

●制限時間　各コース制限時間はありません�

●参加資格�
　小学生1年生以上で健康な方なら誰でも参加できます。�
　※但し、18歳以下の方は保護者の承諾書が必要です。�

●参 加 料�
　小中学生　　美郷町民　無料（但しＴシャツ無し）�
　一　　般　　美郷町民　１,５００円�

●特　　典�
　① 参加者全員に記録証、Ｔシャツ、昼食券、タオル、温泉入浴券等をプレゼント�
　② 何かが当たる！おたのしみ抽選券をプレゼント�
　③ ５K・ハーフマラソン完走者の中から抽選で「韓国往復航空券」「国内旅行券」をそれぞれペアでプレゼント�
　④ 参加者全員の中から抽選でマウンテンバイク等をプレゼント�
　⑤ 来場者に「とり汁」の振る舞い�

●申し込み�
　　参加申込書に必要事項を記入の上、参加料を添え郵便振替で申し込んで下さい。�
　なお、誓約書に著名、捺印をお願いします。�
　① 申込受付後は、コースの変更及び取消（参加料の払い戻し）はできません。�
　② １８歳以下の参加者は、保護者の同意を得た上でお申込下さい。�
　③ 電話での申込は受け付けません。�

●申込締切　平成２１年１月２３日（金）当日消印有効�

●申 込 先    〒883－0306　宮崎県東臼杵郡美郷町南郷区神門２８７番地　美郷町教育委員会南郷事務所内　�
　　　　　　ロードレースin百済の里実行委員会事務局 （10982-59-1605　Fax 0982-68-4505）�
�

全長寺の六地蔵塔�

　
10
月
18
日（
土
）、
19
日（
日
）に
Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
舎
周
辺
に
て
、

「
宮
崎
や
ま
ん
か
ん
祭
り
２
０
０
８
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
、
木
製
品
の
展
示
販
売
や
木
工
教
室
、
杉
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ（
杉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）な
ど
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
２
日

間
で
８
，０
３
９
人
の
集
客
が
あ
り
大
盛
況
の
内
に
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。�

　
美
郷
町
か
ら
は
、
三
区
の
林
研
グ
ル
ー
プ
が
各
地
区
の
特
性

を
活
か
し
た
も
の
を
展
示
・
販
売
し
ま
し
た
。
南
郷
区
林
研
で
は
、

カ
キ
氷
と
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
、
ポ
ン
菓
子
機
の

大
き
な
爆
発
音
が
鳴
る
度
に
長
い
行
列
を
作

っ
て
い
ま
し
た
。
西
郷
区
林
研
は
、
梨
の
販
売
・

さ
く
ら
会
の
特
産
品
を
使
っ
た
加
工
品
の
販
売
・

ミ
ニ
盆
栽
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
ミ
ニ
盆
栽

教
室
で
は
、
予
想
以
上
の
参
加
者
の
数
が
あ
り
、

多
く
の
人
が
苗
や
土
と
触
れ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

北
郷
区
林
研
は
、ロ
グ
ハ
ウ
ス
や
椅
子
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
祭
り
会
場
内
で
も
、一
際
大

き
な
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
参
加
者
の
目
を
引
き
、
や

ま
ん
か
ん
祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
舞
台
で
北
郷
区
青
年
団
の

エ
イ
サ
ー
や
入
下
神
楽
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
合
併
以
来
、
三
区
の
林
研
が
合
同
で
活
動

す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。
林
業
情
勢
は
依
然

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
三
区
足
並
み
を
揃
え
て
美
郷
町
の
林
業

発
展
の
た
め
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。�
�
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平成20年12月（6）�平成20年12月（7）�

　 陸上自衛隊生徒募集については、当初、11月から受付期間としておりましたが、来年度からの制度の変更が予
定されており、未だ決定されておりません。                      �
　応募を予定している方には大変ご迷惑をおかけしますが、12月９日以降、募集事務を担当する自衛隊日向地域

事務所（1５２ - ６９１４）にご連絡下さい。                      

  都城第４中隊長以下約60名及び車両１０両が諸塚村から日向まで行進訓練を下記のとおり実施します。町民の皆
様におかれましては、第4中隊が通過する際には沿道にて声援をしていただきますよう、お願いいたします。                      �
                      �

1 出発式･･･諸塚村「しいたけの館」　午前８時３０分～                     �

2 徒歩行進･･･諸塚村「しいたけの館」　午前８時４０分～                     �

3 車両行進･･･諸塚村 家代北側　９時４０分～１０時４０分（伍味交差点着）                     �

4 徒歩行進･･･美郷町南郷区 伍味交差点　午前１１時                     �

5 行進訓練終了･･･日向市東郷【道の駅「とうごう」】　１６時                     
�

放送大学はテレビとラジオで授業を行う、国が設置した正規の通信制大学です。�

《募集期間》 平成20年12月15日(月)～平成21年2月28日(土)�

　教養学部　�

【募集学生】　■全科履修生（卒業を目指す学生）■選科履修生（1年間在学する学生）�
　　　　　　■科目履修生（半年間在学する学生）�

◇満18歳以上で大学入学資格をお持ちの方は全科履修生に、15歳以上であれば誰でも選科・科目履修
　生として入学することが出来ます。�

◇入学試験がなく、自宅で大学の授業が受けられます。�

◇宮崎市教育情報研修センターに宮崎市分室があり、一部の科目について、番組再視聴できます。�
 （大学院も同じ。詳しくは下記までお問い合せ下さい。）�
�

　大 学 院　〈1年間もしくは半年間在学し、自分の学習・研究したい科目を選択し、履修する学生〉�
【募集学生】　■修士選科生（1年間在学する学生）■修士科目生（半年間在学する学生）�

◇満18歳以上であれば、誰でも入学できます。　◇１科目からでも学べます。�
※修士(学術)の学位取得を目指す修士全科生の募集は終了しています。�

【資料請求・問合せ先】　 放送大学宮崎学習センター　153 - 1893　(月・祝日休)�
　　　　　　　　　　　放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp �
　　　　　　　　　　　願書請求フリーダイヤル　0120 - 864 - 600�
�
�

対　　象　東京都及びその周辺に所在する大学、短期大学及び就業年限２年以上の専修学校専門課程に入�
　　　　　学予定の男子学生で、保護者が宮崎県内に居住する方（経済上の理由により入寮を必要とする
　　　　　など資格要件あり）。�

募集人員　50名程度（１部屋２名定員）�

入寮期間　平成21年４月１日から平成23年３月３１日まで�

寮　　費　現行月額　１８，６００円（電気料金は実費）�

受付期間　平成20年11月４日から平成21年１月９日まで（必着）�

申込書配布　宮崎県総務部総務課、各市町村教育委員会、各高等学校ほか�

問　合　せ　宮崎県東京学生寮　　受付専用ダイヤル　０１２０ - ５０ - ３８３９�
　　　　　　宮崎県総務部総務課庁舎担当　1０９８５ - ２６ - ７２９０�
�

　２年に1度の届出の年です。所定の届出票に記入し�
て、住所地または従業地の保健所に提出してください。�
�
○医師・歯科医師・薬剤師の方＝就労していない人
　も届け出が必要です。�
�
○保健師・助産師・看護師・準看護師および歯科衛生�
　士・歯科技工士の方＝就労している人のみ届け出
　が必要です。�
�
　届出票がない場合には､最寄りの保健所にお問い
合わせ下さい。�
�
●届出期間　平成21年1月5日(月)～1月15日(木)�
●お問合せ　最寄りの保健所�
　　　　　　または宮崎県医務薬務課�
　　　　　　10985 - 26 - 7055�
�

都城第４中隊日向地区行進訓練のお知らせ            

　平成１８年１１月に住民基本台帳法の一部が改正され、個人情報の保護に十分留意した法律が施行されました。�
　この改正により、閲覧状況に関する公表も義務づけられましたので、美郷町における平成１９年１１月１日から平成２０
年１０月３１日までの閲覧状況を、住民基本台帳法第１１条第３項及び第１１条の２第１２項、住民基本台帳の一部の閲覧及
び住民票の写し等の交付に関する省令第３条の規定に基づき公表します。�
�

【お問合せ】　西郷支所福祉保健課町民生活担当　10982 - 66 - 3610
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県
で
は
、
中
山
間
地
域
と
そ
の

地
域
住
民
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

元
気
な
集
落
づ
く
り
に
取
り
組
む

集
落「
い
き
い
き
集
落
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。�

　「
う
ち
の
集
落
は
み
ん
な
や
る
気

を
持
っ
て
頑
張
っ
て
る
よ
！
」と
い
う

集
落
の
方
、
県
か
ら「
い
き
い
き
集
落
」

の
認
定
を
受
け
ま
せ
ん
か
？�

�【
募
集
内
容
】�

「
い
き
い
き
集
落
」に
ふ
さ
わ
し
い
元

気
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
集
落�

�

※
集
落
住
民
が「
集
落
と
し
て
ど
の

様
な
元
気
づ
く
り
に
取
り
組
む
の
か
」

な
ど
、
全
体
で
目
標
を
決
め
、
意
欲

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
集
落

を
募
集
す
る
も
の
で
す
。�

　�
 

【
募
集
期
間
】�

　
10 

月
７
日
〜
12 

月
末
日�

【
お
問
い
合
わ
せ
】�

　
企
画
情
報
課�　

1
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３
６
０
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　平成２０年工業統計調査を１２月３１日現在で行います。�
　調査の実施に当たっては、本年１２月から来年１月に
かけて調査員がお伺いします。�
　なお、調査票に記入していただいた内容につきまして
は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確なご
記入をお願いいたします。�
�

 ホームページ�
 http://www.meti.go.jp/statistics/�
 経済産業省・宮崎県・美郷町�

　県民手帳は、県や市町村の主要な統計データ
をはじめ、身近な情報を豊富に収録した便利な手
帳として、長年にわたり多くの皆様に御愛用いた
だいております。今回も利用されている皆様の意
見を数多く反映した便利で使いやすい手帳となっ
ております。�
　各支所地域政策課にて販売しておりますので、
業務等で活用くださいますようご案内いたします。�

ポケットサイズ（縦１５ｃｍ×横９ｃｍ）�
価格５００円（税込）�

　�

�

　
美
郷
町
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
拡
張
を

核
と
す
る
情
報
通
信
基
盤
施
設
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
現
在
、
そ
の
基
礎
と
な
る
整
備
事
業
の
実

施
設
計
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
今
回
は
、
現
在
北
郷
区
で
運
用
し
て
い
る
、

美
郷
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
を
ご

紹
介
し
ま
す
。�

　
美
郷
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
セ
ン

タ
ー
施
設
は
北
郷
区
宇
納
間
の
北
郷
支
所

の
横
に
あ
り
ま
す
。
受
信
し
た
放
送
を
再
送

信
す
る
装
置
や
、
自
主
番
組
を
編
集
す
る
装

置
、
そ
の
番
組
を
流
す
装
置
が
あ
り
ま
す
。�

　
ス
タ
ジ
オ
で
撮
影
し
た
映
像
や
取
材
し
て

き
た
映
像
を
編
集
し
番
組
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
字
放
送
番
組
も
編
集
し
て
い
ま
す
。�

　
運
動
会
や
町
民
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
様

子
な
ど
も
撮
影
し
番
組
と
し
て
お
茶
の
間

に
届
け
て
い
ま
す
。�

　
計
画
さ
れ
て
い
る
美
郷
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
拡
張
で
は
、
セ
ン
タ
ー
施
設
も
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
予

定
で
す
。�

����

　
テ
レ
ビ
の
地
デ
ジ
対
応
や
ア
ン
テ
ナ
交
換

な
ど
を
口
実
に
し
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
身
に
お
ぼ
え
の
な
い
工
事
や
代
金
請
求

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�

た
と
え
ば
…�

　
総
務
省
や
テ
レ
ビ
局
の
名
前
が
書
か
れ

た
手
紙
が
届
き
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
切

り
か
え
助
成
金
」が
支
給
さ
れ
る
の
で
、手

数
料
の
支
払
い
を
す
る
よ
う
書
か
れ
て
い
る
。�

�

　
地
デ
ジ
対
応
で
、
国
の
機
関
や
テ
レ
ビ
局

な
ど
が
金
銭
を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
請
求
を
受
け
た
時
は
、

す
ぐ
に
は
支
払
わ
ず
、
市
町
村
窓
口
、
お
近

く
の
警
察
署
、
ま
た
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�

美
郷
町
企
画
情
報
課
情
報
電
算
担
当�

　
1
０
９
８
２
‐
66
‐
３
６
０
３��

ひ
ら�

地
デ
ジ
で
あ
な
た
を
だ
ま
す�

「
詐
欺
」に
ご
注
意
！�

北郷小学校１００周年記念�
式典撮影の様子�

�

さ  

ぎ�

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
都
市
住
民
が
緑
豊
か
な
農

山
村
を
訪
れ
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
様
々
な
体
験

を
通
し
て
触
れ
合
い
、「
ま
た
来
た
い
」と
思
え
る

よ
う
な
心
に
残
る
体
験
を
す
る
旅
の
こ
と
で
す
。�

　
私
達
が
普
段
何
気
な
く
過
ご
す
日
々
の
中
に
、

彼
ら
が
目
を
輝
か
せ
て
喜
ぶ
、
自
然
・
食
べ
物
・
文

化
・
祭
り
な
ど
の「
宝
」を
私
達
は
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
素
晴
ら
し
い
も
の
を
都
市
部
の
皆
さ

ん
に
体
験
さ
せ
て
、
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

そ
し
て
も
っ
と
美
郷
町
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
！�

�

　【
例
１
】栗
拾
い
体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム
　�

　
　
日
時
：
10 

月
第
１
・
３
日
曜
日
　
10 

時
〜
12 

時�

　
　
料
金
：
１
，０
０
０
円 

（
１
名
）　
２
組
限
定（
１
組
４
名
）　
※
要
予
約�

�

　【
例
２
】竹
細
工
体
験
ツ
ー
リ
ズ
ム�

　
　
日
時
：
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
　
10 

時
〜
15 

時�

　
　
料
金
：
２
，０
０
０
円 

（
１
名
）　
２
組
限
定（
１
組
４
名
）　
※
要
予
約�

�

　『
美
郷
町
ら
し
さ
』に
溢
れ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

�
　【
お
問
合
せ
先
】�

　
企
画
情
報
課
　
1
66 - 

３
６
０
３�

�

　「
交
通
安
全 

ゆ
ず
る
優
し
さ 

待
つ

ゆ
と
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
12
月
20
日

（
土
）か
ら
12
月
31
日（
水
）ま
で
の
10

日
間
、
年
末
の
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
・

危
険
性
、
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
訴

え
て
意
識
改
革
を
進
め
る
と
も
に
、

運
転
者
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。�

【
運
動
の
重
点
】�

１
、飲
酒
運
転
等
の
根
絶
、無
謀
運
転

　 

の
防
止                �

２
、ラ
イ
ト
の「
早
め
の
点
灯
、こ
ま

　 

め
な
切
り
替
え
」の
励
行                                      �

�

☆夜間の車から歩行者が見える距離（ヘッドライト下向きで測定）☆                     
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�

　
国
税
の
申
告
や
納
税
、申
請
・
届

出
が
自
宅
で
で
き
る
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
通
称
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
）っ
て
ご
存
知
で
す
か
。�

�

　
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム（
通
称
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）っ
て
ご
存
知

で
す
か
。
最
近
、
よ
く
耳
に
し
ま
せ

ん
か
。�

　
税
務
署
で
は
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
・

促
進
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。�

�

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
と
は
一
体
、何
で
す
か
？�

�

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）は
、
自
宅
な
ど
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
国

税
に
関
す
る
申
告
や
納
税
、
申
請
・

届
出
な
ど
の
手
続
き
が
で
き
る
便

利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。�

�����

���

１
　
所
得
税
、法
人
税
、消
費
税
、�

酒
税
及
び
印
紙
税
の
申
告
が
出�

来
ま
す
。�

　
所
得
税
や
消
費
税
の
申
告
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
で
き

ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」で
作
成
し
た
電
子
申
告
用

デ
ー
タ
ー
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
へ
送
信
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。�

�

２
　
全
て
の
国
税
の
納
税�

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

や
ペ
イ
ジ
ー（
ｐ
ａ
ｙ
‐
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）対

応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
、
全
て
の

税
目
の
納
税
が
出
来
ま
す
。�

�

３
　
法
定
調
書
の
提
出
や
申
請
・

届
出
な
ど�

　
個
人
事
業
の
開
廃
業
等
届
出
、

青
色
申
告
の
承
認
申
請
、
納
税
地

の
異
動
届
、
消
費
税
課
税
事
業
者

届
出
、
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選

択
届
出
な
ど
の
税
務
に
関
す
る
申

請
・
届
出
な
ど
が
出
来
ま
す
。�

���

���

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
利
用
す
る
メ
リ

ッ
ト
が
多
く
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。�

�

１
　
時
間
が
節
約
出
来
ま
す
。�

　
税
務
署
や
金
融
機
関
に
行
か
な

く
て
も
、
自
宅
な
ど
か
ら
国
税
に

関
す
る
手
続
き
が
出
来
ま
す
。�

　
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
な
ど

は
、
混
雑
す
る
会
場
へ
出
か
け
る

必
要
も
な
く
時
間
を
有
効
活
用
で

き
、
日
ご
ろ
忙
し
い
事
業
者
の
方

に
は
大
変
便
利
で
す
。�

�

２
　
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
か
ら
電
子
申
告
が
出
来
ま
す
。�

　
所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
し
た
申
告

用
デ
ー
タ
ー
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
へ
そ
の

ま
ま
送
信
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。�

�

３
　
税
務
署
が
閉
ま
っ
て
い
て
も

大
丈
夫�

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
受
付
シ
ス
テ
ム
の
利

用
可
能
時
間
内
な
ら
ば
、
税
務
署

の
閉
庁
時
間
で
も
申
告
・
納
税
な

ど
が
出
来
ま
す（
納
税
手
続
き
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な

ど
の
利
用
可
能
時
間
内
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
）�

�

４
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化�

　
申
告
な
ど
の
内
容
を
電
子
デ
ー

タ
ー
で
保
存
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
が
図
ら
れ
、
事
務

の
効
率
化
に
な
り
ま
す
。�

�����������������

１
　
最
高
５
，０
０
０
円
の
税
額

控
除
！�

　
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
書
の
提
出
を
本
人
の
電
子
署

名
及
び
電
子
証
明
書
を
付
し
て
、

期
間
内
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高
５
，

０
０
０
円
の
控
除
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。（
平
成
19
年
分
の
確
定

申
告
で
本
控
除
の
適
用
を
受
け
た

方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
）�

�
２
　
添
付
書
類
が
提
出
不
要�

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収

書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
一
定
の

第
三
者
作
成
書
類
は
、
記
載
内
容

を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
書
類
の
提
出
又
は
提
示

を
省
略
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
確

定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
、
添
付

書
類
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）�

��【
添
付
書
類
の
省
略
が
出
来
る
書
類
】�

・
給
与
所
得
、
退
職
所
得
及
び
公

　
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票�

・
医
療
費
の
領
収
書�

・
社
会
保
険
料
控
除
の
証
明
証�

・
小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控

　
除
の
証
明
書�

・
生
命
保
険
料
控
除
の
証
明
書�

・
地
震
保
険
料
控
除
の
証
明
書�

・
寄
付
金
控
除
の
証
明
書�

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
に

　
係
る
借
入
金
年
末
残
高
証
明

　
書
（
適
用
２
年
目
以
降
の
も
の
）�

・
政
党
等
寄
付
金
特
別
控
除
の

　
証
明
書�

・
特
定
口
座
年
間
取
引
報
告�

�

３
　
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー�

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た

還
付
申
告
は
早
期
処
理
さ
れ
ま
す
。

（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）�
�

���

１
　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
準
備�

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
当
た

っ
て
は
、
御
使
用
の
パ
ソ
コ
ン

が
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
の
推
進

環
境
を
満
た
し
て
い
る
か
事
前

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

�

２
　
電
子
証
明
書
の
取
得�

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
際
に
は
、

申
告
等
デ
ー
タ
ー
に
電
子
署
名
を

行
う
た
め「
電
子
証
明
書
」を
取
得

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
個
人
の
方
は
、
地
方
公
共
団
体

（
市
町
村
）に
よ
る「
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
」に
基
づ
く
電
子
証

明
書（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）が

便
利
で
す
。�

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
住

民
票
の
あ
る
市
町
村
の
窓
口
で
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
り
発
行
さ
れ
ま
す

が
、
発
行
に
５
０
０
円
程
度
、
電
子

証
明
書
の
格
納
に
５
０
０
円
程
度

と
合
計
１
０
０
０
円
程
度
の
手
数

料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
手
数
料
は
、
市
町
村
に

よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
住
民
票
の
あ
る
市

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

３
　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

の
取
得�

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
よ
う

に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
た
電

子
証
明
書
を
使
用
す
る
場
合
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
を
読
み
取
る
た
め
の
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ（
３
０
０

０
円
程
度
か
ら
）を
購
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。�

　
市
町
村
に
よ
り
対
応
機
種
が
異

な
り
ま
す
の
で
、「
公
的
個
人
認
証

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」で
対
応
機
種

を
ご
確
認
の
う
え
、
家
電
販
売
店

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。（
購
入
後
、
付
属
の
Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
で
ド
ラ
イ
バ
ー

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
）�

�

４
　
開
始
届
出
書
の
提
出
及
び
利

用
者
識
別
番
号
な
ど
の
取
得�

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
際
し
て
は
、

「
電
子
申
告
・
納
税
等
開
始
届
出
書
」

を
事
前
に
納
税
地
を
所
轄
す
る
税

務
署
に
提
出
し「
利
用
者
識
別
番
号
」

を
取
得
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。�

　
開
始
届
出
書
は
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者

識
別
番
号
な
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

発
行（
通
知
）さ
れ
ま
す
。�

　
な
お
、
開
始
届
出
書
は
書
面
で

納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
に
提

出
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
場
合
に

は
、
後
日
、
税
務
署
か
ら
利
用
者

識
別
番
号
な
ど
を
記
録
し
た
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。�

��

５
　
初
期
登
録�

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
初
期
登
録
を

行
い
ま
す
。�

　
な
お
、
個
人
の
方
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用
す
れ
ば
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
な
く
、

同
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
申
告
書

等
デ
ー
タ
ー
を
そ
の
ま
ま
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
シ
ス
テ
ム
に
送
信
出
来
ま
す
。�
�【

問
い
合
わ
せ
先
】�

　
延
岡
税
務
署�

　
1
０
９
８
２
‐
32
‐
３
３
０
１�

�����������������

�

その7

【
基
金
に
つ
い
て
】�

�

　
今
回
は
基
金
に
つ
い
て
お
話
を

し
ま
す
。�

　
基
金
を
一
言
で
表
す
な
ら
一
般
家

庭
で
い
う
貯
金
の
よ
う
な
も
の
で
す

が
、
貯
金
と
少
し
異
な
る
点
は
、
基

金
を
設
け
る
目
的
を
し
っ
か
り
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
町
条
例（
注
）に
よ
っ
て

基
金
を
積
立
て
た
り
活
用
し
た
り

す
る
理
由
を
決
め
な
い
と
基
金
を

設
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

　
で
す
か
ら
目
的
が
達
成
さ
れ
た

基
金
に
つ
い
て
は
設
置
と
同
じ
よ
う

に
町
条
例
の
廃
止
の
手
続
を
行
い

整
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
基
金
は
町
長
の
判

断
で
必
要
に
応
じ
て
設
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、「
町
財
政
調
整
基

金
」の
よ
う
に
予
算
を
編
成
す
る
た

め
に
活
用
す
る
財
源
調
整
の
た
め

の
基
金
に
つ
い
て
は
法
律（
地
方
財

政
法
第
４
条
の
３
）に
よ
っ
て
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
で
は
、
美
郷
町
の
基
金
の
状

況
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
　

　
町
に
は
現
在（
平
成
19
年
度
末

現
在
）一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
て
19 

の
基
金
が
あ
り
総
額
で

29
億
８
，７
４
３
万
２
千
円
に
な
り

ま
す
。
　�

　
そ
の
内
訳
は
、
①
特
定
の
目
的
の

た
め
に
積
み
立
て
た
り
取
り
崩
す

こ
と
が
で
き
る
特
定
目
的
基
金
が

財
政
調
整
基
金
の
５
億
１
，６
２
７

万
８
千
円
を
含
む
22
億
３
，２
１
１

万
１
千
円
、
②
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
な
く
基
金
の
範
囲
内
で
運
用

す
る
定
額
運
用
基
金
が
３
億
５
，１

５
５
万
７
千
円
、
③
特
別
会
計
に
設

置
し
て
い
る
基
金
が
４
億
３
７
６
万

４
千
円
で
す
。
　�

(

注)

条
例
は
、
町
が
自
主
的
に
定
め

る
決
ま
り
。�

������

町の基金総額は29億8,743万2千円です！�
１．特定目的基金　22億3,211万1千円�
　（財政調整基金、等９基金）�

２．定額運用基金　3億5,155万7千円�
　（育英奨学資金貸与基金、等4基金）�

３．特 別  会 計　　４億376万４千円�
　（国民健康保険準備積立基金、等６基金）�
（注）平成19年度末（平成20年3月31日）現在�



平成20年12月（12）�平成20年12月（13）�

�

　9月に北郷区でも実施しましたが、南郷区でも「こころの健康相談」を実施します。�
　昨年、宮崎県で自殺した人は３９４人で前年から３２人増、十万人当りの自殺者数は全国で２番目となりました。
年代別にみると、ここ数年４０代、５０代の男性の自殺者が増えています。男性は女性に比べ比較的弱音を吐かず、
一人で悩み込んでしまう人が多いようです。�
　精神科の病気、心の健康に関する問題など精神保健一般のことについて精神科医と保健師が相談に応じます。
（秘密厳守）�
　ひとりで悩まずに、まずは誰かに相談してみませんか？�
�
○ 日時　平成２０年１２月３日（水）　午後1時から3時まで�
　　　　 ※予約制になりますので、相談を希望される方は、下記までご連絡ください。�
○ 場所　南郷総合保健センター　�
○ 費用　無料�
○ 相談機関　協和病院　山下　賀生　先生　　日向保健所　保健師�

○ 申込先　　南郷総合保健センター（保健師　寺原）168 - 4070�
　　　　　　 日向保健所（保健師　薗田）　152 - 5101�
�

　
エ
イ
ズ
と
は
、
正
式
な
病
名
を「
後

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
」と
い
い
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
で
引
き
起
こ
さ
れ
る

感
染
症
で
す
。�

　
日
本
で
も
、
患
者
・
感
染
者
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
は
ま
だ
ま

だ
差
別
や
偏
見
の
多
い
病
気
で
す
。

そ
れ
は
、
エ
イ
ズ
を
正
し
く
理
解
し

て
い
な
い
無
知
か
ら
く
る
も
の
で
す
。

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
私
た
ち
一
人

一
人
に
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

み
ま
し
ょ
う
。�

・ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
経
路�

● 

性
行
為
感
染
症�

● 

血
液
感
染�

● 

母
子
感
染�

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
非
常
に
感
染
力
が
弱
く
、

日
常
生
活
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
を
多
く
含
ん
で
い
る
の
は
血
液

で
す
が
、
血
液
が
皮
膚
に
つ
い
た
く

ら
い
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

血
液
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
限
ら
ず
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
等
い
ろ
い
ろ
な
病
原
体
が
含

ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
カ
ミ
ソ
リ
、歯
ブ
ラ
シ
、

ピ
ア
ス
等
血
液
の
つ
き
や
す
い
物
を

他
の
人
と
共
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
」、

「
自
分
以
外
の
血
液
を
素
手
で
触
ら

な
い
」な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。�

◎
こ
ん
な
こ
と
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
！�

・ 

せ
き
、く
し
ゃ
み
　
・ 

軽
い
キ
ス�

・ 

コ
ッ
プ
で
の
回
し
飲
み�

・ 

同
じ
食
べ
物
を
つ
つ
く�

・ 

握
手
　
・ 

つ
り
革
や
手
す
り�

・ 

ト
イ
レ
　
・ 

風
呂
や
プ
ー
ル�

・ 

蚊
や
ハ
エ
等
の
昆
虫
や
動
物�

�

　
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
、
エ
イ
ズ
に
対

す
る
理
解
と
支
援
の
象
徴
で
す
。�

　
あ
な
た
が
エ
イ
ズ
に
関
し
て
偏
見

を
も
っ
て
い
な
い
、エ
イ
ズ
と
と
も
に

生
き
る
人
々
を
差
別
し
な
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
の
意
味
を
知
り
、

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、エ
イ

ズ
を
み
ん
な
で

考
え
ま
し
ょ
う
。�

�

◎
エ
イ
ズ
検
査
は�

　
簡
単
に
受
け
ら
れ
ま
す�

　
ほ
と
ん
ど
の
保
健
所
で
、
無
料
・

匿
名
で
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
査
は
血
液
を
５
ｃｃ
ほ
ど
採
る
だ
け

で
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。�

　
相
談
や
検
査
結
果
な
ど
の
秘
密

は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。�

�

日
向
保
健
所�

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日�

13
時
半
〜
14
時
半�　

1
５２
‐
５
１
０
１��

��

　
年
末
が
近
づ
き
、
飲
酒
の
機
会
も

増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？�

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
に
不
可
欠
な

臓
器『
肝
臓
』は「
沈
黙
の
臓
器
」と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
異
変
に
気
付
い

た
と
き
に
は
す
で
に
手
遅
れ
、
と
い

う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
肝
臓
病

の
予
防
に
は
肝
臓
を
い
た
わ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。�

�《
食
べ
な
が
ら
、適
量
範
囲
で�

 

ゆ
っ
く
り
と
》�

　
空
腹
で
飲
む
ビ
ー
ル
が
好
き
な
人

も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
空
腹
状
態
で

た
く
さ
ん
の
お
酒
を
飲
む
と
、
胃
腸

を
強
く
刺
激
し
、
そ
の
粘
膜
を
荒
ら

し
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
お
酒
と
一
緒
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
も
の
を
食
べ
る
と
、
ア
ル
コ

ー
ル
と
胃
の
粘
膜
の
接
触
を
緩
和
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
吸
収
の
ペ
ー
ス
も
ゆ

る
や
か
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

胃
腸
障
害
を
予
防
し
、
血
液
中
の
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
も
低
く
保
て
ま
す
。�

　
ま
た
、
肝
臓
組
織
の
修
復
に
は
良

質
の
た
ん
ぱ
く
質
が
よ
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
食
材
に
は
、
肉
・
魚
介
・

チ
ー
ズ
・
豆
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
炭
水
化
物
や
脂
質
の
摂
り
す

ぎ
は
脂
肪
肝
や
脂
質
異
常
症
の
引
き

金
に
な
り
ま
す
の
で
、
調
理
方
法
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

　
さ
て
、
ど
の
く
ら
い
の
酒
量
が
適

量
な
の
で
し
ょ
う
か
？�

　
一
般
的
に
、
ビ
ー
ル
中
び
ん
２
本
、

日
本
酒
２
合
、
焼
酎
１
・
２
合
を
限

度
と
す
る
と
、
ほ
ど
よ
く
お
酒
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
超
え
る
と
、
悪
酔
い

や
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。�

�《
休
肝
日
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
》�

　
適
量
の
お
酒
で
も
肝
臓
で
分
解
す

る
の
に
平
均
６
時
間
前
後
か
か
り
ま

す
。�

　
お
酒
を
飲
ん
だ
後
、
就
寝
し
て
い

る
間
も
肝
臓
は
黙
々
と
働
い
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
肝
臓
を
毎
日
連
続
し

て
酷
使
す
る
と
障
害
が
で
て
き
ま
す
。�

　
週
に
２
日
は
肝
臓
を
休
め
る「
休

肝
日
」を
設
け
ま
し
ょ
う
。�

�

　
適
量
の
お
酒
は
楽
し
い
気
持
ち
を

さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
家
族
や
友
人
と
共
に
語
り
合
っ

た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
、
お
酒
の

味
と
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で

上
手
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。�

�

　「食生活改善推進員」（ヘルスメイト）とは、全国組織で活動している食のボランティア団体です。�
　食についての基本的な知識や技術を、家族やお隣りさんへ少しずつ広げていくお仕事を行政と一緒になって行
います。今回は、この推進員になるための養成講座を下記の日程で開催いたします。�
　食に関心のある方、料理が好きな方、カリキュラムが気になる方は、ぜひお問い合わせください。推進員は無理
でも勉強だけはしてみたいと思われる方も遠慮なくどうぞ。お申し込みいただいた方には、後日講座の案内文書を
送付させていただきます。�

　内　　　容：食生活改善推進員養成講座（講義と調理実習等）�

　日　　　程：平成21年1月～2月の間の３日間　（合計20時間）�

　受　講　料：無料　（教材代が1,000円必要です）�

　申 込 締 切：平成20年12月22日（月）まで�
　お問合せ先：美郷町　西郷健康管理センター　166 - 3613　�
　  　　　　　　　　　南健康管理センター　　168 - 4070�
�

・ 

こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
を
食
べ
て

窒
息
す
る
事
故
が
、
特
に
子
ど

も
や
お
年
寄
り
で
起
き
て
き
ま
す
。�

�
・ 
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
周
り

に
い
る
方
は
、
特
に
注
意
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。�

�

・ 

ま
た
、
凍
ら
せ
て
食
べ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ゼ
リ
ー
が
固
ま
り
、

さ
ら
に
の
ど
に
つ
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
。�

�

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
10
月
〜
11

月
中
に
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

�



平成20年12月（14）�平成20年12月（15）�

受
診
券
」を
受
け
取
っ
た
ら
、各
支
所
福
祉
保

健
課
保
健
師
ま
で
電
話
か
直
接
相
談
日
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。健
診
結
果
説
明
会
で
は
結
果

票
を
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。�

�

・
動
機
付
け
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
備
群
の
方�

・
積
極
的
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
リ
ス
ク
が
高
い
方�

�

　9月から実施中の「みさとメタボリック大作戦！2008」の中間報告（9月分）です。今年度から公民館
の世帯参加数により３ブロックに分けて集計しています。�
　３つのブロックそれぞれの第1位は、北郷区中原公民館、南郷区神門中区公民館、西郷区仮迫公
民館となっております。全体の世帯参加率は1位北郷区、2位西郷区、3位南郷区となっております。�
　記録票の提出は12月10日頃まで大丈夫です。今までの分をまとめて提出いただいても結構です
ので、ひと月分でも記録されておられましたら、ぜひご提出ください。�
�

　肥満ということは、食事などによる「摂取エネルギー」が運動や基礎代謝といった「消費エネルギー」より多い結
果です。「私は食べていない」とか「うんと減らしている」という人もいますが、イン（入る）アウト（出る）のバランスが
問題で、食べている総量の問題ではありません。�
�
○ 体重を１ｋｇ減らすには・・・。�
１ｋｇの脂肪は、脂質８００ｇと水分２００ｇから�
構成されています。�
　�
�脂質１ｇを燃焼するのにかかる熱量は約９kcalなので、�
「脂質８００ｇ×９kcal＝７，２００kcal」のエネルギー消費が必要となります。�
�
したがって、摂取エネルギーと消費エネルギーの差が７２００kcalとなった時、理論上体脂肪が１ｋｇ減じたことに
なります。�
�
具体的な計算をしてみると・・・�
�
通常成人の人（一日の食事摂取カロリーは2000ｋcal）の人が、1600kcal食にしたとします。1日の差は400kcalで
7200÷400＝18となり、18日で１ｋｇ減量することができます。�
�



平成20年12月（16）�平成20年12月（17）�

　応募者が、宮崎県内
23校で200名に達した「第
18回宮日中学生英語暗
唱大会」の一次審査が、
先日行われました。�
　その一次審査の結果、
200名中17名が入賞者と
して選出され、11月2日
（日）に宮崎市で開催さ
れた本大会に出場しましたが、17名の中に南郷区のECCジュニア神
門教室に在籍する南郷中学校の生徒４名が見事選出され、本大会に
出場することができました。�
　大勢の観客が見守る中、緊迫した雰囲気で本大会が行われ、４名
とも表情豊かに時折ジェスチャーを加えながら堂 と々暗唱することが
できました。１７名の一時審査を合格した生徒の英会話レベルは非常
に高く、とてもいい経験をすることができました。�
　宮日中学生英語暗唱大会入賞者として、本大会に出場した南郷中
学校の生徒�

南郷中３年松本育恵さん　南郷中３年水元梨穂さん�
南郷中１年松下沙希さん　南郷中１年那須春花さん�
�

　今年度より、音楽
療法士の方に来てい
ただいて音楽遊びの
場「ぽんぽこクラブ」
を実施しています。
家では思い切り体を
動かすことが出来な
い、遊ぶ場所がない、他のお友達と遊ぶこ
とがないという声を耳にします。おじいちゃ
ん、おばあちゃんとの参加も出来ます。ぜひ、
ご参加ください。保育所に行っているお友
達も参加してくださいね。今年度の日程は、
次の通りです。当日参加も出来ますが、事
前に申し込みが必要です。�
南郷保健センター（168-4070）までご
連絡ください。�
�
　日　程：12月25日（木）、3月26日（木）�
　時　間：10時30分～11時30分�
　　　　 （受付 10時15分～）�
　場　所：南郷保健センター�
�
�

　１０月２２日（水）東国原知事が南郷温
泉山霧を訪問されました。�
　知事は「ひむか神話街道」を通り五ヶ
瀬町に向かう途中に休憩のため立ち寄
ったものです。�
　南郷温泉では、突然の知事の訪問に
驚いておりましたが、一般客をはじめ
社員一同大歓迎でお迎えしました。１
時間余りの滞在時間でしたが、携帯を
片手に握手を求めるお客さんもいる中、
知事はサービス精神旺盛で誰とでも明
るく振舞っておられました。館内は一時
騒然としていました。来年３月１日に開
催される「ロードレースin百済の里」と「植
樹祭」に日程を調整していただくことを
約束していただきました。�
�

　
11
月
１
日（
土
）の
鬼
神
野

神
社
秋
祭
り
に
併
せ
て
、
今

年
も「
百
済
の
里
・
自
然
体
験

と
地
芝
居
癒
し
の
旅
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
遠
く

は
大
阪
市
か
ら
の
参
加
を
含

め
て
12
名
の
参
加
者
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
南
郷

温
泉
で
入
浴
を
済
ま
せ
、
鬼

神
野
神
社
へ
移
動
。
全
員
で

参
拝
を
し
て
、
神
楽
や
臼
太

鼓
踊
り
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
目
当
て
の「
利
右

衛
門
一
座
地
芝
居
」の
鑑
賞
。

参
加
者
は
祭
り
の
雰
囲
気
に

は
勿
論
、
地
域
の
人
々
に
も

自
然
と
溶
け
込
ん
で
笑
い
の

渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
何
よ
り
も
地
域
の
人
た
ち
の

温
か
い
も
て
な
し
に
感
動
し

ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
も
来

た
い
で
す
ね
」と
満
足
気
に

話
を
し
て
い
ま
し
た
。こ
の「
祭

り
体
験
ツ
ア
ー
」に
強
く
興

味
を
も
た
れ
た
よ
う
で
ツ
ア

ー
は
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し

た
。�

　
11
月
５
日（
水
）、
南
郷
区

戦
没
者
追
悼
式
が
運
動
公

園
内
『
平
和
と
慰
霊
の
碑
』

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

終
戦
63
年
を
迎
え
た
今
年
は
、

御
遺
族
・
御
来
賓
１
２
１
名

の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
２
８
０

名
の
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。�

式
典
で
は
、
国
家
斉
唱
、
戦

没
者
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

林
田
敦
町
長
が「
平
和
な
今

こ
そ
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
そ

こ
に
幾
多
の
尊
い
犠
牲
が
あ

っ
た
事
を
忘
れ
ず
、
恒
久
平

和
を
確
立
す
る
事
が
、
我
々

次
世
代
の
責
務
で
あ
る
。
」

と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

次
い
で
、
御
遺
族
を
代
表
し

て
、
中
原
ユ
ク
子
さ
ん（
渡
川
）

に
よ
る
追
悼
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
、
参
列
者
全
員
に
よ
る

献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、
遺
族
協
助
会
、

後
藤
正
行
会
長
よ
り
、
追
悼

式
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
、
そ

の
中
で
、「
現
代
社
会
の
犯

罪
状
況
を
見
る
と
、
子
が
親

を
、
親
が
子
を
殺
め
る
等『
命
』

の
大
切
さ
が
失
わ
れ
て
い
る
。

終
戦
か
ら
の
時
代
が
遠
ざ

か
る
今
、
追
悼
式
を
通
じ
て
、

後
継
世
代
へ
の
命
の
尊
さ
を

継
承
し
て
い
く
こ
と
に
皆
が

取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
、
命
に
対
す
る
考
え
方
を
、

広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
強

く
要
望
さ
れ
、
厳
粛
な
中
に

も
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
と

て
も
印
象
に
残
る
追
悼
式

で
あ
り
ま
し
た
。�

�

　
五
穀
豊
穣
と
安
全
を
祈

願
し
て
秋
の
神
社
例
大
祭

が
各
地
区
で
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
特
色

の
あ
る
祭
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
子
供
神
輿
を
は
じ

め
臼
太
鼓
踊
り
や
神
楽
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
夜
は
、「
利

右
衛
門
一
座
」、「
母
ち
ゃ
ん

一
座
」、「
劇
団
・
美
喜
多
郎
」、

「
地
元
青
年
・
婦
人
会
」の

地
芝
居
や
芸
能
部
門
に
役

者
を
変
え
て
祭
り
も
絶
好

調
！！
演
劇
な
ど
多
種
多
様

な
演
芸
の
数
々
で
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。
賑
わ
っ
た

祭
り
の
様
子
を
写
真
で
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
祭
り
は

毎
年
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

来
年
は
南
郷
区
以
外
の
皆

様
も
是
非
お
お
越
し
い
た

だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

　
神
門
へ
き
地
保
育
所
の
園
児
40
名

が
、
福
祉
工
房
ゆ
め
た
ま
ご
が
育
て

た
芋
畑
に
お
い
て
今
年
度
で
３
回
目

の
芋
掘
り
を
行
な
い
ま
し
た
。
芋
が「
こ

わ
〜
い
」と
言
っ
て
掘
れ
な
い
未
満
児

さ
ん
が
居
た
り
、
ど
ろ
ん
こ
遊
び
が

始
ま
っ
た
り
と
、
て
ん
や
わ
ん
や
で

し
た
が
保
護
者
の
方
を
始
め
、
ゆ
め

た
ま
ご
メ
ン
バ
ー
も
手
伝
い
、
た
く

さ
ん
の
芋
を
掘
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
芋
を
家
に

持
っ
て
帰
っ
て
食
べ
た
と
の
こ
と
で
す
。

自
分
た
ち
で
掘
っ
た
芋
は
格
別
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
　�

　
ゆ
め
た
ま
ご
の
芋
は
、
美
味
し
い

と
評
判
で
す
。
他
の
方
で
も
芋
掘
り

を
し
た
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
来
年
是
非
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。�
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村の果菓子屋が夕刊デイリー「明るい社会賞」を受賞�

�

　美郷町内の
子どもたちの、
絵本(本)に親し
む機会の提供
や、地域の読
書活動の推進
を目指し、「お
はなし会」や「と
もだちコンサート(平成19年度 中川ひろたか講師)」等の活動
を行っている、「おはなしサークルぐりとぐら(代表 東 久美)」
が、その功績を認められ、宮崎県立図書館長から表彰を受
けました。�
　グループのモットーは、「明るく・楽しく・出来たしこ」だそう
です。�
　今後も更なるご活躍を期待いたします。�
�

　11月1日
（土）に、
林業技術
センターに
て「森とむ
らのフェス
ティバル」
が開催さ
れました。
森林・林業への理解を深めてもらうために林業技術
センターの試験研究の紹介や木工教室等が催され
ました。�
　田代小学校からも多くの生徒が参加し、お昼に
は緑の募金活動を行いました。今回はみどりの少年
団員だけに限らず、一緒に祭りに参加していた生徒
も募金活動を手伝ってくれました。�
�
�

　
西
郷
区
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の
第
68
回

大
会
が
、
10
月
13
日（
体
育
の
日
）北
郷
総
合
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
50
代
11
チ
ー

ム
、
60
代
７
チ
ー
ム
の
計
18
チ
ー
ム（
97
名
）の
参
加
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
50
代
は
前
回
に
続
き「
ト
ン
ト
ン
Ｂ
チ

ー
ム
」が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
60
代
は
前
回
の
屈

辱
を
晴
ら
し
た「
田
代
愛
好
会
チ
ー
ム
」が
見
事
に
返

り
咲
き
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に

良
い
体
育
の

日
と
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。�

　
次
回
69
回

大
会
は
１
月

18
日
（
日
）
北

郷
区
で
開
催

予
定
で
す
。�

�

県立図書館職員の皆さんとぐりとぐらの皆さん�募金ご協力ありがとうございました�

50代優勝の「トントンＢチーム」（左）と�
60代優勝の「田代愛好会チーム」（右）�

　
第
４
回
は
10
月
25
日（
土
）に
日
向
市
駅
前
活
性
化

イ
ベ
ン
ト「
ま
ち
な
か
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」に
参
加
し
、
お
ば

け
ツ
ア
ー
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
若
宮
区
の
菊

池
楓
隊
員
が
日
向

市
駅
１
日
駅
長
の

役
を
務
め
ま
し
た
。�

　
第
５
回
は
11
月

１
日（
土
）に
森
と

む
ら
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
樹
木
博
士

検
定
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
ま
た
、
年
の

神
神
社
の
境
内
を

清
掃
し
、
最
後
は

釜
で
焼
き
芋
を
作

っ
て
お
い
し
く
食
べ

ま
し
た
。�

�

みんなで頑張りました�

樹木博士に挑戦�

発車オーライ（菊池隊員は右端）�

　９月４日に延岡家畜市場において開催され
た第１回東臼杵地区たい肥品評会において、
「西郷区堆肥供給施設（管理者（有）むら一番）」
が見事優秀賞を受賞しました。�
　今回の品評会は、地区内の畜産関係者が
製造した良質な牛糞たい肥を、耕種農家に
広くＰＲして利用を促進することを目的に初
めて開催されました。審査においても、実際
利用する耕種側の視点から性状、分析デー
タの両方で審査を行い、全29点の出品の中
から上位４点が優秀賞に選ばれました。　�
　作物の栽培は第一が土づくりです。今後
とも水稲はもとより果樹、野菜等の生産者の
皆さんの積極的なご利用をお願いします。�
�

　
西
郷
区
中
区
の
吉
田
良
勝
さ
ん
が
、

永
年
に
わ
た
る
消
防
活
動
の
実
績
と
功

績
が
認
め
ら
れ
秋
の
叙
勲｢

瑞
宝
単
光
章｣

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。�

　
吉
田
さ
ん
は
昭
和
36
年
西
郷
村
消
防

団
に
入
団
し
、
そ
の
後
41
年
の
永
き
に
わ

た
り
団
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間

に
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で
西

郷
村
消
防
団
副
団
長
、
平
成
14
年
か
ら

18
年
ま
で
団
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
家
業
の
農
林
業
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、

火
災
や
風
水
害
等
の
発
生
時
に
は
い
ち

早
く
現
場
に
急
行
し
被
害
の
軽
減
と
人

命
の
保
護
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
団

員
の
指
導
も
積
極
的
に
行
い
消
防
団
の

育
成
強
化
に
鋭
意
努
力
さ
れ
ま
し
た
。�

　
10
月
17
日
か

ら
18
日
の
２
日
間
、

西
郷
駐
在
所
連

絡
協
議
会（
佐
藤

井
野
吉
会
長
）の

視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。�

　
本
協
議
会
は
、

日
向
警
察
署
西

郷
駐
在
所
長（
　

橋
秀
治
警
部
補
）

と
会
員
が
協
力
し
、

行
政
や
交
通
安

全
協
会
と
連
携

し
な
が
ら
交
通

安
全
や
防
犯
対

策
な
ど
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を

目
指
す
団
体
で
す
。�

　
今
回
の
研
修
は
、
　
橋
所
長
が
以
前
勤
務
さ

れ
て
い
た
串
間
市
を
訪
れ
、
福
島
交
番
連
絡
協

議
会
、
高
松
駐
在
所
連
絡
協
議
会
の
会
員
の
皆

様
と
活
動
内
容
や
課
題
な
ど
協
議
会
の
活
性

化
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。�

　
土
地
柄
の
違
う
会
員
と
の
意
見
交
換
で
し
た

が
、
地
域
安
全
を
目
指
す
有
志
と
い
う
共
通
点

に
よ
り
有
意
義
な
意
見
交
換
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
模
様
を
宮
崎
日
日

新
聞
に
も
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
県
民

の
皆
様
に
本
協
議
会
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。�

�

　
西
郷
の
栗
は
昭
和
初
期
か
ら「
西
郷
山
グ
リ
」

と
し
て
栽
培
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
で
は
西

郷
区
の
主
要
農
作
物
と
し
て
生
産
活
動
が
行

わ
れ
て
お
り
、
現
在
74�
ha
の
栽
培
面
積
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
早
生
系
は
価
格
も

高
く
出
荷
さ
れ
ま
す
が
、
収
穫
時
期
が
進
む
と

と
も
に
下
落
し
生
産
額
の
確
保
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成
11
年
度
に
栗

あ
ん
を
製
造
す
る
加
工
場「（
株
）栗
処
さ
い
ご

う（
甲
斐
重
光
社
長
）」を
整
備
し
操
業
を
始
め

ま
し
た
。
加
工
場
に
は
、
出
資
金
を
出
資
し
た

株
主
の
み
が
出
荷
で
き
、
キ
ロ
当
た
り（
２
Ｌ
以

上
）６
５
０
円
で
買
い
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
42

名
の
株
主
が
お
り
、
平
成
20
年
産
で
44
ｔ
の
原

料
栗
で
、
加
工
栗
あ
ん
約
31
ｔ
を
製
造（
９
月

〜
10
月
で
稼
動
）

し
て
お
り
ま
す
。

出
荷
先
は
全

国
の
菓
子
業

者
で
特
に
中

部
日
本（
名
古

屋
）方
面
が
主

な
出
荷
先
に

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
生
産
農
家
は
一
般
栗
よ

り
高
値
で
収
穫
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
出
荷
で
き
、

生
産
額
の
向
上
に
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
厳

し
い
農
業
情
勢
の
中
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
農

業
生
産
に
貢
献
し
て
お
り
、
他
の
作
物
で
も
こ

う
し
た
対
策
が
必
要
で
あ
り
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

加工場内の様子�

(有)むら一番　山下諭（さとし）さん�

東国原知事から伝達を受けました�

参加者全員での記念撮影�

・�・�



平成20年12月（20）�平成20年12月（21）�

�

�

�

　
11
月
２
日
、
穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、

美
郷
町
立
北
郷
小
学
校
の
創
立
１
０
０

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
明
治
40
年
に
創
立
し
、
今
日
ま
で
１

０
２
期
に
渡
っ
て
６
８
０
０
余
名
も
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
北
郷
小

学
校
は
、
明
治
41
年
11
月
12
日
の
新
校

舎
の
落
成
を
も
っ
て
創
立
記
念
日
と
定

め
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
明
治
、
大
正
、

昭
和
、
平
成
の
年
号
を
渡
り
、
20
世
紀

か
ら
21
世
紀
へ
と
、
移
り
変
わ
る
時
代

の
中
で
数
々
の
歴
史
を
重
ね
、
今
回
の

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
こ
の
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
昨
年
６
月
か
ら
石
田
隆
二
実
行
委

員
長
を
中
心
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
員
と
先
生

方
と
で
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
地

域
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
輩
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
準

備
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
約
１

０
０
０
名
も
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、
当
日
は
３
０
０
名
を
超
え

る
来
場
者
と
と
も
に
１
０
０
周
年
を
祝

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
記
念
式
典
は
、
全
校
児
童
62
名
に
よ

る
元
気
な
歌
声「
北
郷
小
学
校
開
校
記

念
の
日
の
歌
」で
幕
開
け
し
ま
し
た
。
記

念
講
演
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送
の
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
川
野
武
文
さ
ん
が「
１
０

０
年
経
っ
て
も
大
事
な
も
の
」と
題
し
て
、

会
場
の
子
ど
も
た
ち
や
一
般
の
方
と
楽

し
く
対
話
し
な
が
ら
、
人
と
人
と
の
関

わ
り
の
中
で
大
切
な
こ
と
や
相
手
や
周

り
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
持
つ
大
切
さ

を
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。�

　
祝
賀
会
で
は
、
神
楽
等
の
披
露
の
ほ

か
ビ
デ
オ
上
映
が
行
わ
れ
、
出
席
者
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、

小
学
校
時
代
の
気
持
ち
に
戻
っ
た
よ
う

な
笑
い
声
で
会
場
内
は
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
１
０
０
周
年
の
節
目
と
し
て

学
校
敷
地
内
に
記
念
碑
を
設
置
し
、
除

幕
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
記
念
碑
に

は
、
地
域
の
方
々
か
ら
公
募
選
定
し
た

一
文
字「
歩（
あ
ゆ
み
）」が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
揮
毫
は
、
北
郷
小
学
校
の
恩
師

で
も
あ
る
奈
須
正
明
さ
ん
に
よ
る
も
の

で
す
。
今
日
ま
で
の
北
郷
小
学
校
の
１

０
０
年
の
歩
み
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

未
来
へ
の
北
郷
小
学
校
の
新
た
な
歴
史

に
向
か
っ
て
歩
み
出
す
子
ど
も
た
ち
に

希
望
と
期
待
を
込
め
て
…
。�

　
こ
れ
か
ら
も
、
北
郷
小
学
校
は
皆
さ

ん
と
と
も
に
歩
い
て
行
き
ま
す
。�

���

　10月29日、黒
木小学校の児童
たちが特別養護
老人ホームうな
まの里とあじさい
苑を訪問し、入
所者の皆さんと
ふれあいました。�
　はじめに、「星
降る里は、君の
故郷」などの合
唱と児童代表による手紙の朗読を発表し、毎年続けているとい
う「千羽鶴」のプレゼントをしました（施設内に飾ってある千羽鶴は、
すべて黒木小学校の児童によるものだそうです）。その後、車椅
子の手入れや肩たたきを通じて入所者ひとりひとりに「いつまで
も元気でいてくださいね。」と声をかけ、入所者の皆さんも嬉し
そうに笑顔で交流を深めていました。�
　入所者の皆さんからは、お礼に手作りの紙人形が児童たちに
贈られ、参加者全員が「人のぬくもりと優しさ」に触れた一日とな
りました。�
�

　全国で親しまれて
いる宮崎を代表する
民謡「ひえつき節」の
日本一を決める「第
22回ひえつき節日本
一大会」が９月13、14
日に椎葉村開発セン
ターで開催され、一
般の部（予選93人、
決勝51人）に参加し
た山本幸子さん（北
郷区宇納間）がみご
と優勝を果たしました。�
　山本さんは、「15、６年くらいこの大会には参
加しています。ひえつき節は民謡の中でも一番
好きな唄ですし、ずっと１位を取りたいと思って
いましたので本当に嬉しいです。これからも、も
っともっと精進して来年は「正調の部」に出場し
て優勝を狙いたいです。」と嬉しそうに語ってお
られました。�
�
�
�

　
10
月
８
日
、「
み
や
ざ
き
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ギ
フ
ト
in

美
郷
」が
甲
斐
酒
店
の
酒
蔵
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
訪
れ
た
約
１
５
０
人
の
観
客
が
、
銘
酒「
い
す
ゞ
美

人
」が
誕
生
し
た
酒
蔵
で
音
楽
の
化
学
反
応
に
酔
い

し
れ
ま
し
た
。�

　
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、
県
内
で
活
躍
す
る
演
奏

家
４
人
が
結
成
し
た
バ
ン
ド「
あ
を
空
楽
団
」が
お
な

じ
み
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
ジ
ャ
ズ
を
ボ
サ
ノ
バ
調
に

編
曲
し
て
演
奏
し
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー（
※
）と
し
て
活
躍
中
の
浜
崎
奈
津
子
さ
ん

が
ゲ
ス
ト
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
登
場
し
、
自
作
曲
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
楽
曲
を
披
露
。
名
曲「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」で
は
客
席
会
場
か
ら
も
歌
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。�

　
会
場
に
は
酒

樽
や
瓶
な
ど
当

時
を
偲
ば
せ
る

道
具
類
と
、
秋

の
草
花
や
ろ
う

そ
く
の
灯
が
飾

ら
れ
、
よ
り
い

っ
そ
う
古
風
な

雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
ま
し
た
。�

�

※
歌
手
で
あ
っ
て
、

作
詞
・
作
曲
を
す

る
人
の
こ
と
。�

　
10
月
18
日
、
第
１
回「
う
な
ま
っ
子
ク

ラ
ブ
」が
北
郷
図
書
館
研
修
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
日
頃
体
験

す
る
こ
と
の
少
な
い
野
外
活
動
な
ど
に

取
り
組
み
、
子
供
の
生
き
る
力
を
育
む
た

め
教
育
委
員
会
が
開
い
た
も
の
で
す
。�

　
今
回
は
12
名
の
小
学
生
が
参
加
し
て

土
器
づ
く
り
に
挑
戦
し
、
は
じ
め
て
扱
う

陶
器
用
の
粘
土
に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ

に
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
土
器
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。�

�

一般の部優勝山本幸子さん�

ＭＲＴ宮崎放送のアナウンサー�
川野武文さん講演�

石田隆二実行委員長挨拶�

ＭＲＴ宮崎放送のアナウンサー�
川野武文さん講演�

石田隆二実行委員長挨拶�

浦安の舞�
子ども神楽�子ども神楽�

記念碑除幕式�

詩の群読�
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